
今井地区農業推進委員会 調査結果 

 

【設問 1】 ご自身の営農状況について 

１ 現在、ご自身で耕作していますか。 

 

３ あと何年耕作を続けると思いますか。 

 

 

 

【設問 2】所有農地について 

1 耕作を依頼している土地がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 後継者の有無 

 

４ 今後、耕作を続けられなくなった場合は

どうしますか。 

 

 

 

２ 借り手は今井地区の方ですか。 

 

 

 

 

 



３ 今後、集約化にあたり借り手を変更する

場合どのように思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問 3】集約化に向けた課題について 

１ 地域内で年貢、小作料の統一が必要か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問４】あなたの地域の農業（人と農地）は 10 年後にどのようになっていると思いますか。 
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農業を営む上での課題が大きくなる

今後の地域農業を支える農家がなくなる

今後の地域農業を支える農家などが足りなくなる

若手などの新規に就農する人が少ない結果、高齢化が一

層進む

農地が利用されず、耕作することを放棄した農地が増加す

る

農地を手放したい人が増加する



今井地区農業推進委員会 調査結果 

 アンケート対象者 127 

 回答者 96 

 

【設問１】ご自身の営農状況について 

１ 現在、ご自身で耕作していますか。 

・耕作している 43 

・耕作していない 53 

 

２ 後継者の有無 

 ・有 8 （後継者年齢 6 歳、30 歳、33 歳、43 歳（2）、55 歳、60 歳、法人） 

・無  35 

 

３ あと何年耕作を続けると思いますか。 

・1年以上～5年未満 6 

・5 年以上～10 年未満 13 

・10 年以上～20 年未満 12 

・20 年以上 5 

 

４ 今後、耕作を続けられなくなった場合はどうしますか。 

  ・後継者に任せる 5 

  ・他の人に耕作してもらう 20 

  ・まだ考えていない 15 

  ・その他 3 

 

【設問２】所有農地について 

１ 耕作を依頼している土地がありますか。 

・ある 75 

・ない 15 

２ 借り手は今井地区の方ですか。 

・今井地区 36 

・地区外 44 

３ 今後、集約化にあたり借り手を変更する場合どのように思いますか。  

  ・現在と同じ方に耕作をしてもらいたい。 37 

  ・他の人でもよいが、自分の気に入った人にしか貸したくない。 1 

  ・良好な管理をしていただけるなら誰でもよい。 37 

 

 



【設問３】集約化に向けた課題について 

１ 地域内で年貢、小作料の統一が必要か 

・統一すべき 29 

  ・農地の条件が違うため、統一はできない。 54 

  ・その他 5 

 

【設問４】 あなたの地域の農業（人と農地）は 10 年後にどのようになっていると思いま

すか。  

１ 問題ない状態  5 

２ 問題が生じる  79 

・農地が利用されず、耕作することを放棄した農地が増加する  51 

・今後の地域農業を支える農家がなくなる  29 

・今後の地域農業を支える農家などが足りなくなる  31 

・若手などの新規に就農する人が少ない結果、高齢化が一層進む  37 

・農地を手放したい人が増加する  56 

・農業を営む上での課題が大きくなる（例：近隣からの苦情等）  22 

 

【設問５】耕作することが困難となった場合 貸出方法（複数回答可）】農地を貸し出すこ

とになった場合について、どのような方法が良いと考えていますか。 

  

・貸し手と借り手相対で行う。（利用権設定事業） 36 

・農地中間管理機構が仲介して行う。(農地中間管理事業) 48 

 

【設問３】 

２ 耕作地の集約化に向けた課題やご意見等があればお書きください。 

・小山のどこに集約化できる土地があるのか。 

・小面積な田畑は、地目変更をして市民への売買を可能とし、家庭菜園を勧め、家族

の話し合いの材料を提供する場としたい。 

・ＩＴ社会のストレスを発散する。 

・農地を所有しているだけで、部農会に所属するのは負担がある。 

・回覧板も必要と感じない。次の方へ回しているだけ、耕作をしていない方は、同一

の考えだとご近所の方と話をすることがある。  

・集約化は、推進してほしい。 

・耕作敵地ばかりではなく、不敵地についてどのようにするかが課題である 


